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ネギの葉が著しく白化する被害を引き起こすネギハモグリバエの別系統の発生が 

確認されました。早期発見と早期防除が重要です。 
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令和元年 11月 15日 

三重県病害虫防除所 

 

 本県のネギにおいて、ネギハモグリバエの別系統の発生を確認しましたので、 

特殊報として発表します。 

 

 

 

 

 

1 病 害 虫 名 ： ネギハモグリバエ 別系統 

 学名：Liriomyza  chinensis  Kato 

 

2 発生確認作物 ： ネギ 

 

3 発生確認の経過 

令和元年 10月、三重県松阪市、鈴鹿市のネギ栽培圃場において、ネギの葉がネギ

ハモグリバエに著しく摂食され、白化する被害を三重県病害虫防除所職員が確認し

た。 

従来の被害の様相とは異なるため、農業・食品産業技術総合研究機構東北農業研

究センターに同定を依頼した結果、遺伝子解析によって従来の系統（以下、Ａ系統と

略記）とは異なる別系統（以下、Ｂ系統と略記）であることが判明した。 

Ｂ系統の発生は、平成 28年頃から京都府で、その後、茨城県、富山県、千葉県、長

野県、埼玉県、新潟県及び栃木県で確認され、特殊報が発表されている。 

 

4 本種の特徴 

Ａ系統とＢ系統の形態による識別は困難である。 

両系統とも成虫の体長は約 2mm であり、胸部と腹部が黒く、その他の部分は淡黄

色である。（図 1） 

幼虫は、うじ虫状で、成長すると約 4mmに達する。蛹は、体長約 3mmの褐色、俵状

である。 

両系統とも成虫は葉の組織内に産卵し、孵化した幼虫は葉の内部に潜り込み葉肉

を食害する。幼虫は成長すると葉から脱出し、地表または土中で蛹となる。 

 




